
 
 

年度末の広谷小学校 

年度末を迎え、学校もいっそう慌ただしさを増しています。間もなく本校を旅立っていく６

年生と、それぞれの学年の修了を迎えようとしている１〜５年生の在校生。一抹の寂しさと新

しい学年・学校への期待が混在する３月は、気持ちが揺れ動く時期でもあります。ご家庭で

も、子どもたちのナイーブな面に配慮しつつ、引き続きのご支援をよろしくお願いいたしま

す。 
 

■ ６年生を送る会 ３月７日 

全校生が集い「６年生を送る会」を実施しました。６年生への

感謝とお祝いの気持ちを伝えるために、５年生が中心となって企

画・運営をしてくれました。 

会が始まり、これまでは楽しい場を提供する立場だった６年生

が、拍手を浴びて迎えられました。全校生で盛り上がった楽しい

クイズ、心のこもったプレゼント、「６年間の思い出」と全校生

からの「ありがとう」のムービー上映。また、全校生で声を合わ

せて「ハルカ」を歌いました。 

本当に心優しい６年生でした。下学年の子たちとのふれあい

に最後まで情熱を注いでくれていました。こういう会の時に、

真っ先に会を盛り上げ、和ませることができました。元気いっ

ぱいでありながら、素直に人の想いを汲み取れる子たちでし

た。低学年にとっての６年生は本

当に頼りになる憧れの存在だった

のだと思います。だからこそ、このような心温まる「６年生を送

る会」になったのですね。 

また、会の計画を進めてくれた５年生にとっては、次の最高学

年を担っていく力試しの場でもありました。６年生が象徴として

表してくれていた広谷っ子らしさは、５年生に、そして在校生に

受け継がれようとしています。 

 

■ 令和７年度前期児童会役員への引継ぎ 

２月 25日に行われた令和７年度児童会役員演説会とその後の

選挙を経て、新しい児童会役員が決まりました。３月７日には、

児童会役員の引継ぎ会をオンラインで行いました。新たに前期児

童会役員となる６人があいさつをしました。次期児童会長は「元

気で活気のある広谷小学校にします」と力強く宣言をしてくれま

した。新しい風を吹き込んでくれるような活躍を期待します。 
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■ 「スゴ１（すごわん）」開催！  ３月４日 

計画委員会主催の「スゴ１（すごわん）」が開催されました。こ

の「スゴ１」は”自分の得意なことや好きなことをみんなの前でし

ょうかいしよう。”という企画です。合計１０組ものエントリーが

あり、次々に、広谷のエンターティナーが登場しました。全校生の

前で、堂々と表現できる。とても素晴らしいことです。それと同時

にうれしかったのは、演者さんたちをあたたかく受け入れ、自然に

手拍子や拍手で心から応援する会場

の雰囲気です。 

広谷っ子ならではの、元気さと明る

さと笑顔にあふれた会になりました。

楽しさをみんなで分かち合える素敵な

広谷っ子。この学校は、もっともっと

楽しさと喜びであふれる学校になっ

ていくはずです。 

 

「そうあんくんの日」へのご協力、ありがとうございました 

今学期中の「そうあんくんの日」が終わりました。毎回、「そうあんくんカード」を読むのを楽

しみにしていました。カードには、家族への思いやりにあふれた記述や、日常生活に息づいている

「コツ」や「知恵」を身につけた記述がたくさん見つけられました。それぞれのご家庭で、子ども

たちが何かに取り組んでみるきっかけとなっていることも感じました。保護者の皆様には、今年度

も取組へのご協力をいただいたことに、心より感謝申しあげます。 
 

校長室より「広谷っ子ブログ」発信中！ 
【広谷っ子ブログ】https://hirotanikocho.blog.fc2.com/  

 

合奏「ルパン三世」 

和太鼓とルービックキューブ 

アンパンマンの劇 

「志期
し き

高遠
こうえん

 功貴
こうき

切近
せっきん

」 

□ 池田草庵先生の教えの中にある言葉です。“ 志
こころざし

は高遠
こうえん

を期
き

し、功
こう

は切近
せっきん

を尊
たっと

ぶ”と読みま

す。６年生が卒業をしますが、旅立ちの時にふさわしい言葉だと思い、紹介します。「目標は

高く持ち、成し遂げるために身近なことをこつこつと積み上げていくことが大切である。」と

いう意味です。草庵先生の教えの中でも「慎独」と並んで最も有名だと言ってもいいのかもし

れません。この言葉を聞く時、いつも私は二人の偉大な野球選手のことが思い浮かんできま

す。 

□ 一人はイチロー選手です。年間世界最多安打を達成した時、彼はこんなことを言っています。

「小さなことを重ねることが、とんでもないところにたどり着く、たったひとつの道だという

ことです」。 

□ もう一人は同じくメジャーリーグで活躍した松井秀喜選手です。彼が座右の銘にしていたの

が、メジャーリーグに挑戦するときに、お父さんの昌雄さんから贈られた言葉です。「夢は大

空に、努力は足もとに」。 

□ 二人の偉大なメジャーリーガーを支えた考え方のエッセンスは、草庵先生の教えと見事につな

がっているように思えてきます。 

 


